
2010/2011シーズン
SAJ公認アルペンチルドレン競技会開催要領（細案）

1．概要

1. SAJ アルペン競技会公認規程および SAJ アルペン競技会 B 級細則に基づいた SAJ 公認競

技会とし、11歳から14歳の選手が出場できる。チルドレン1（C1）とチルドレン2（C2）

に区分される。

2. C1カテゴリーは11～12歳、C2カテゴリーは13～14歳である。

2010/2011シーズンは以下の選手が対象となる。

C1カテゴリー : 11～12歳 1998年 1月1日～1999年 12月 31日に生まれた者

C2カテゴリー : 13～14歳 1996年 1月1日～1997年 12月 31日に生まれた者

3. 競技ルールは、FISアルペン競技規則のチルドレン国際アルペン競技ルールを採用する。

4. 競技会公認料はSAJ規約規程集、各種公認・登録等料金一覧表の通り、1大会30,000円

とする。

2．SAJポイントについて

1. C1選手にはSAJポイントをつけない。

2. C2選手にはSAJポイントをつける。

注１：１５歳以上のB級大会（B級公認各都道府県選手権大会も含む）と併催する場合、C1、

C2は、チルドレンルールに従ってレースを実施する。C1、C2、１５歳以上のブロック

でスタートさせ、C2、１５歳以上のそれぞれでポイントをつける。

注２：B級公認中学生大会については、C2のみにSAJポイントをつける。

注３：全国中学校スキー大会はSAJポイントをつけない。

3．チルドレンポイントについて

1. カテゴリー別、男女別に、完走者全員にチルドレンポイント（順位ポイント）をつける

ことをあわせて施行する。

注１：チルドレンポイントをつけ、各加盟団体が管理していく。試行期間後、デ

ータバンクによる管理とする。

注２：１位を３５点、２位を３０点として１点刻みで減ずる。３１位以下は、すべて１点と

する。

注３：各種目６レース中のベスト３の合計をシーズン終了の最終チルドレンポイント

にすることにより、各都道府県内の自分のポジションが明確となり、励みになると考

える。

4．出場制限について

1. 経済的な負担を軽減する為、ブロック内の競技会に出場することを原則とする。ただし、

開催競技会が少ない場合、他ブロックの競技会にも参加できる。

2. 1種目6レース以内の出場とする。

注１：試行期間中は他ブロックへの参加を認める。

注２：将来的には、ブロック各種目６レースを確保し、ブロック内でのレース参加としたい。

チルドレン選手は各ブロック内で協力し、各都道府県単位で育成する基本原則を浸透

させたい。

注３：全国大会出場は６レースに含めない。

5．種目について

1.スーパー大回転（SG）、大回転(GS)、回転(SL)、回転(SL)と大回転(GS)のコンビ（CB）

とする。

注１：CBは C1の種目とする。



6．使用コースについて

1. SAJ 公認コースとする（今後、チルドレン競技を満たすプロフィールのコース公認を検

討する）。各種目の標高差は下記の通り。

①SG：C1は 250m-350m、C2は 250m-450m

②GS：C1は 160m-250m、C2は 160m-300m

③SL：C1は 80m-120m、C2は 80m-160m

④CBは 140m-200m

2. SGは GS公認コースでも開催できる（ただし、ルールや安全性を満たしていること）。

3. GSは SL公認コースでも開催できる（ただし、ルールや安全性を満たしていること）。

4. CBは、GS公認コースを原則とするが、SL公認コースでもできる（ただし、ルールや安

全性を満たしていること）。

7．スタート順について

1. 各ブロックの競技会について。

①C2については、SAJポイントを採用する。

②C1については、グループシードを原則とし、各ブロックで決定する。

注１：C2については、B級大会であることからSAJポイントによるドローを原則とするが、

各ブロックの状況に応じたドローも可とする。

注２：C1については、チルドレンのルールによるグループシードを採用していきたいが、

どのようなグループ分けにするか、各都道府県、各ブロックの実態（選手登録の状況）

によると考えられる。

8、その他

1. SAJ公認アルペンB級競技会には、C1及びC2カテゴリーの選手は出場できない。

2. 本要領は、2010/2011 および 2011/2012 シーズンを試行期間とし、2012/2013 シーズン

に見直しを行う場合がある。


